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望離 且漫才女児をこ発生した卵管茎捻転齢且例
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卵管茎捻転が,初潮前の激児に発生することは極めて

稀とされている｡
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殿で報告する,

症例は写息1才寵児で左f腹部痛と畷疫を妾訴に来院L
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常認めなかったが骨髄腔に液体の貯灘を認めた亀入院後

腹痛は次第をこ増強も〆間欠的となり,髄膜激症状態出現し

て潜たた銑開腹Lノた中

澤蘭部横切開で開腹するとき骨髄鰹を中心をこぬ後腹凍
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認めたふ左卵願書予審や右付属器は正常をこ存在し,腰痛

は左卵管にあり,卵管単独の茎捻転 は7秒渡捻転)によ
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壊死をri約-1ており,捻転解除後も政行障害の改善が認め

ど'れなかった.手術は,卵藤を温存L卵管切除を行な--つ
≧J.

術後経過は順調で習第且0病Wに退院した.
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新生児期に腸閉塞症状を駁する疾患をこぼ,腸閉鎖 (狭

翠)産声喜iiTSChspm欄 病などがあさ,3,東部骨は術前萎こ

その経過 腹部単純等蔑声注腸造影所見など虻より診断

閉鎖症と診断し,街中をこぼ堂結場索神経症と誤診Lた
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若干9)考察を加えて報告する血

症例は30遇4日,ユ270哲で出生した双胎の第二予殿

男児砂糖健排湛遅延があり,腹部膨満き経鼻胃管かぎ｡の

胆汁殿逆流がみられ 腹部単純写真でニポ州を認めたた
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殿簡風であった甲回勝間餅症の術前診断で開腹したとこ
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愛結腸鰯神経症を疑って回腸療造語を行-つた｡狭窄部分

がM転換では神経節線胸陽性でタその後の蔽腺内圧測定で

目早捌けF.L早打言腸廿で.牛後1･l:日日汗_.伸世塵帖的/-i･.

行って経過順調で退院した.

銅う当院における海洋動物による傷害
中鉢 英司を弼r立相川病院外翻)
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当院は佐渡郡相川野銅こ,陵瞥L海水浴を中心とする豪の

思わぬ海洋の動物をこよる傷害を経験することがあった.

海将で遊んでいる際が)岩をご/)も､て駁､る貝殻で手中足を

蜘る者やウニが)トゲを剰Lた者などは鋸郡の観察を十分
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シソ榛の臆ブ衆やウミグ卜と呼ばれる小型昆虫による動

食用物とLては,オコゼの吐レを=_ふくまれている毒物

の劇症畢なまイカなどによるアニサキ汎胃炎さら紅麹骨
の殿物などが為られた.

いずれの症例鮎車外科的な鮎のであり軽視遅れがちで

あるがタ経験の少ない若い医師にとっては当初困惑する
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望削 当科をこおける中心静脈兼テーテル敗血症がう
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行した症例数は護33例で旦転見本跡継む静脈かテ-テルが

縛Åされている.カテ--テル助彪症-抜去をこより解熱L
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摘且寒中且3本 巨象且%)でありチ発端培養陽性率は予検査

カテ-テル敗且私産鉦予防対策として,①抗血栓性の

良好なカテ-テルの選択,②三方活栓,接続部のない

-小棒化輸液ライソの僚鳳 ③輸液製剤の薬剤糾タも巨-

ソペソチでの無歯的調製,④医師,薬剤師賢看護婦,

栄養士予検査技師からなる栄養管理チ-ム梱ST:
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チ---テル発端培養陽性率の有意の低下を認めている∴ま

たNSTではき週1回の回診9月1回の勉強会などを




